
FAX ： 03-3434-0900
自己点検・評価マネジメントシステム 説明依頼書

必要事項をご記入の上、FAXにて送信いただくか、Eメールにてご連絡ください。

E-mail: sdforum@jma.ne.jp

★ 自己点検評価・認証評価への対応
★ IR（Institutional Research）推進の基盤づくり

大学経営評価指標
（UMI：University Management Indicator）を活用した

【個人情報のお取り扱いについて】
一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は小会の個人情報保護方針（www.jma.or.jp/privacy/）をご覧ください。尚、ご記入いただきましたお客様の個人情
報は、本研修に関する確認・連絡および小会主催の関連催し物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。

URL  http://www.jma.or.jp/edu/school/

自己点検・評価マネジメントシステム
導入のご案内

★ IR（Institutional Research）推進の基盤づくり

自己点検・評価マネジメントシステム導入・運用概算費用
● 導入基本費用（初年度のみ）

● 本システムの年間基本費用

● 本システムの運用

● オプション費用等

基本導入費用
200万円～

貴学規模、ご要望によ
り、費用が加算される
場合がありますので別
途お見積いたします。

（基本導入仕様）
・モデル指標のアレンジ
・貴学自己点検評価項目
 との連動
・アンケート設計・修正
 微細な画面アレンジ

以下のようなオプションにつきましては別途お見積
申しあげます。

1）学生、企業、卒業生等 各種アンケートの集計代行

2）貴学独自の目次立て（中期目標・計画等）への指標
　 設定や画面アレンジ

3）その他

規模・区分 1～3学部（学科） 4学部（学科） 5学部（学科） 6学部（学科）

年間基本費用例（税別）

Webデータサービス一式

120万円～ ※学部、学科区分、大学規模等により別途お見積いたします。

・データバックアップ  ・ID、パスワード管理  ・年度更新作業
・指標追加、削除、修正作業 等含む

・ASPサービスですので新たなソフト・ハード購入、保守の必要がありません。
・貴学向けのID、パスワード配布により、セキュリティを保持、学内のインターネット環境で全教職員が
 利用できます。

（問い合せ先）一般社団法人日本能率協会 学校経営支援センター
〒105-8522　東京都港区芝公園3-1-22
TEL. 03-3434-6617　FAX. 03-3434-0900　E-mail: sdforum@jma.ne.jp

大学名 所　属
役　職

氏　名 E-mail

住　所
〒

T E L FAX

<説明希望内容：□にチェックをお願いします>
□ 訪問・説明を希望   □ 概算見積を希望
□ その他（アンケートだけ実施したい　中期目標等と連動させたい　目標管理制度と連携させたい　etc）

http://www.jma.or.jp/edu/school/詳細はこちら



※大学実務家（大学行政管理学会 大学経営評価指標研究会）と専門家（日本能率協会）
　により設定された300項目に及ぶ教学・業務を網羅する指標

大学経営評価指標（UMI:University Manegement Indicator）を活用した ─ 自己点検・評価マネジメントシステム

1. データベースに格納された評価シートなどは年度別、学部別、章ごとなど検索・出力が可能です。

2. 「大学経営評価指標」約300項目に加えて、貴学独自指標の追加等により、教育・研究・社会貢献・学生支援などに関わる定量的な

　 データを指標として管理・活用することが可能です。（☆オプション費用がかかります）

3. 整備された指標、データ、報告書等は、データベースで管理されるので、特定条件を設定し、ホームページ等でのIR情報への活用

　 も可能です。

4. 本システムは、ASP方式（貴学LANよりインターネット経由で日本能率協会サーバにアクセスし、ID、PWでセキュリティを確保し

　 使用する方式）による充実したバックアップ作業を実施しており、データ棄損のリスクは極めて低いです。

自己点検・評価項目 or
中期目標・計画 等

300項目の
大学経営評価指標

貴学の特徴、独自性を踏まえた
評価指標データ等の追加、修正

■ 教職協働を促進するツール
教職員相互に目標・方針・計画の進捗度、達成度、経年変化が Web 上で共有でき、自学経営
の打ち手を経営トップから教職員まで自学関係者全員の目で検討・対策・実行できます。

■ 学内業務の効率化
膨大に亘る学内外のデータや関連資料を Web 上で統合一元管理し、誰もが閲覧・加工・編集
が簡単に出来る為、教職員の仕事量低減に役立ちます。

■ 大学認証評価と内部質保証システムに連動
本システムは、大学自体によるPDCAサイクルの継続的運用をバックアップする定量データ・
指標が内蔵できます。また、認証評価基準に則った構成も可能であり、7 年に 1 度実施され
るの大学認証評価との連動した運用が可能となります。

大学経営評価指標体系大学経営評価指標体系

300項目のモデル指標300項目のモデル指標

http://www.jma.or.jp/edu/school/詳細はこちらFAX ： 03-3434-0900　E-mail: sdforum@jma.ne.jp

● 導入のメリット ● 本システムの特徴

● 閲覧画面イメージ例

全学教職員で活用できる
自己点検・評価

マネジメントシステム

全学教職員で活用できる
自己点検・評価

マネジメントシステム

★オプション

自己点検・評価項目や評価の視点に対する、客観的、定量的な指標やデータ

大学経営評価指標＋貴学独自指標・データ

・評価項目、視点、目標項目ごとに設定
された指標の閲覧
・年度経緯、学部間比較、グラフ化等の
分析機能
・EXCEL出力等の業務サポート機能
・自己点検評価、年度報告書等の管理
支援機能も追加可能

○○大学　自己点検・評価マネジメントシステム○大大○

認証機関等の自己点検・

評価項目や評価の視点

評価価評

自己点検・評価項目や評価の視点に対する、

本学としての目標や追加の視点を独自設定


